
こころに のこった かいご 

 

みなさま こんにちは 

わたくしは ラ〇 〇〇〇タともうします。 ネパール から まいりました。 にほんに 

きてから みなみのびょういん で かいごし として はたらいて います。 

 

ほんじつは おいそがしい なか わたしたちの はっぴょうを ききに きて くださ

り ありがとうございます。 

わたしは この いちねんかん しんじん として たくさんのことを まなびました。 

まだまだ みじゅく ですが、 せんぱい がたに ささえて いただきながら まいに

ち いっしょうけんめい がんばって きました。 

きょうは わたしが しんじんけんしゅう として 「こころに のこった かいご」に 

ついて おはなし させて いただきます。どうぞ よろしくおねがいします。 

 

わたしは にほんに きたとき にほんごが あまり できませんでした。 まったく 

はなせず、 きくことも むずかしい かったです。 だから さいしょは しごとも わ

からず まいにち とても ふあん でした。 

でも せんぱい がたが やさしく おしえて くださいました。 ゆっくり はなして 

くれたり、 かんたんな ことばで せつめいして くれたり しました。 その おかげ

で だんだん にほんごも しごとも わかるように なりました。 

 

わたしは いちねんかんの けんしゅうで かんじゃさんの せいかつを ささえる か

いごを しました。 しょくじの おてつだい、 いどうの かいじょ、 こえかけ など 

さまざまな しごとを たいけん しました。 

また えがおで せっする ことも たいせつな ことだと かんじました。 えがおで 

はなすと かんじゃさんも えがおに なり、 ばしょの ふんいきも あかるく なり

ます。 

わたしは ことば だけ ではなく、 だいどや ひょうじょうも たいせつな かいご

の ひとつだと まなびました。 

 

そんなとき ひとりの かんじゃさんと であいました。そのかたは びょうきのことで 

こころが つかれていて えがおが すくなかったです。 わたしは うまく ことばが 

でてこなくて、 なんども じぶんの にほんごに じしんが なくなりました。 

それでも まいにち かならず あいさつを して すこしの じかんでも はなしを 

きく ように しました。 

いそがしい ひでも 「きょうの たいちょうは どうですか？」と こえを かけました。

すると だんだん そのかたは じぶんの きもちを はなして くれるように なりま

した。 

 



あるひ、 「はなすと こころが らくに なるね」と いって くれました。 

その ことばを きいて わたしは、 ことばが じょうずで なくても、 きもちを こ

める ことが たいせつだと かんじました。 

 

あるとき、 ながく にゅういん している かんじゃさんの おせわを しました。 そ

のかたは からだ だけでなく こころも つかれて 「はやく いえに かえりたい」 

となんども いって いました。  

わたしは どう こえを かけたら いいのか わからず、 さいしょは ただ そばに 

いることしか できませんでした。 

でも 「つらい ですね」 「がんばって いますね」 と すなおな きもちで こえを 

かけつづけました。 

 

すると、 あるひ 「あなたは ちゃんと きいてくれるね」と いって くださいました。

そのとき わたしは うまく はなすこと よりも、 しっかり きくこと のほうが 

だいじな ことだと きづきました。 

 

じっしゅうのとき、 あるかんじゃさんが わたしに やさしい ことばを かけて く

れました。 

「あなたは やさしいね」、 「この しごとは たいへん だね」、 「ちゃんと ごはん 

たべてますか？」、 「からだに きをつけてね」と いって くれました。 

わたしは このことばを きいて とても うれしかったです。 こころが あたたかく 

なりました。 かんじゃさんは びょうきで たいへん なのに わたしの ことも し

んぱいして くれました。 

 

このけいけんで わたしは かんごと かいごの しごとは ひとの こころと こころ

が つながる しごと だと おもいました。 

これからも かんじゃさんが こまらない ように いつも よくみて やさしくして 

あんしん できるように がんばりたいです。 

 

いちねんかんの けんしゅうを とおして わたしは かいごの むずかしさと やりが

いを まなびました。 

まだ べんきょうすることは たくさん ありますが、 これからも けんしゅうで ま

なんだことを いかして かんじゃさんに しんらい される かいごしに なりたいと 

おもいます。 こころで つながる かいごを じっせんして いきたいと おもいます。 

 

せんぱいがたに たくさん たすけて いただき、 ほんとうに ありがとうございまし

た。こころから かんしゃの きもちを もうしあげます。 

いじょうで わたしの はっぴょうを おわります。 

さいごまで きいて いただき ありがとうございました。 


